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平成22年度 朝日庄内森林環境保全ふれあいセンターの活動状況(概要)

活 動 事 項 取 組 内 容

（１）朝日山地森林生態系 ○管理委員会(６/２１)

保護地域の保全管理 ○巡視員会議(６/２６､１１/２０)

○合同パトロール(７/３１～８/１)

○広域の動態把握手法の調査検討委員会（１２/７、２/１５）

○七曲ショートカット標識設置（６/３） 撤収（1０/１４）

○モニタリング看板撤去（朝日二又１０/２２、根子川１１/１９）

○スノーモービル乗入に関する関係団体との意見交換(12/１６、２０)

○スノーモービル実態調査等(４/２、１２､２５､５/５)

○朝日連峰保全協議会（５/２６）

○スノーモービル看板設置（山毛欅峠）（３/１８）

（２）緑の回廊における取 ○土湯の森自然再生実施協議会(６/２)

組 ○土湯の森自然再生の取組

①森林再生ゾーンでの更新補助作業(刈払い）（７/２８)

②モニタリング調査(１０/９)

③ナラ枯れ被害木の伐倒とキノコのコマ打ち(職員実行１１/１２)

（３）庄内海岸林等の保全 ○森林ボランティア活動支援

活動 ①クロマツ林を守る活動（酒田一中・五中、６/１４）

②JTの森森林整備（６/１９、１０/３０）

③クロマツ林整備（チョッキン草刈り隊）(６/２４)

④光ヶ丘松林整備ボランティア活動(９/２５)

⑤遊佐中学校：森林整備体験学習(１０/８)

⑥「砂防林を育てよう」飯森山森林整備（１１/６）

⑦遊佐町藤崎クロマツ林整備（１２/５）

○「出羽庄内公益の森づくりを考える会」

(第１回:５/２４、第２回:８/２７、第３回:２/２１)

○第6回クロマツシンポジウム(２/１９)

○万里の松原に親しむ会総会(４/１１)

○庄内海岸のクロマツ林をたたえる会総会(３/３１)
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活 動 事 項 取 組 内 容

（４）森林環境教育の推進 ○朝日自然塾プログラムの開講(６回：５/２２、６/１２、２５､７/１０、９/２５、２/２６)

○朝日自然塾連絡協議会(１１/２６～２７)

○野鳥観察会（松陵小学校１１/１６）

○巣箱づくり（万里の松原に親しむ会）（１１/１８）

○みどりの保育園（西荒瀬保育園）

（13回：4/27、5/8、5/25、6/5,24、7/13、9/14,22、10/13、11/2,11、12/20、2/16）

○森の遊えんち（共催、朝日村観光協会主催）（２回：６/１３、８/７、3/5 荒天中止）

○置賜森林病害虫獣対策研修会（同協議会）に講師派遣（９/２８）

○森林環境セミナー（山形県海浜自然の家）に講師派遣（１０/２４）

○ボランティアリーダー研修（山形県庄内総合支庁）に講師派遣（２/２１）

○山形県山岳連盟登山部研修会に講師派遣（２/２６）

（５）各種イベント等 ○庄内森とみどりのフェスティバル（鶴岡会場）(１０/１６､１７)

○庄内森とみどりのフェスティバル（酒田会場）(１０/２４)

○庄内あさひコウモリフェスティバル2010（８/２８－２９）

○森のようちえん東北交流フォーラム in Tsuruoka（１１/６－７）

○山形県国有林野等所在市町村長有志協議会(８/９)

○山形県森林協会総会(５/１８)

○庄内地方林業振興協議会(5/１１)

○高舘山自然休養林管理運営協議会総会(5/１１)

○鶴岡市朝日地域山岳遭難救助対策委員会（６/２８）

○月山地区山岳遭難・山林火災対策協議会（７/２７）

○万里の松原奥の細道古道開通式（７/２９）

○月山ダム水源地域ビジョン推進協議会(１/８)

○庄内地域森づくり報告会（２/６）

○安全祈願祭（山開き：朝日連峰:５/３０、６/２０、月山:７/１)

（湯殿山スキー場:１２/４）

（7）広報 広報誌の発行 １回（７/２９）

ホームページ 随時更新

（４/1,5,8,15,28、５/7,12,31、６/1,8,9,12,18,28、７/1,2,12,15,21,29、８/24、９/17,28,

30、１０/12,18,19,25,27、１１/4,9,15,24,30、１２/8,21、１/4,11、２/17,25、３/10,18）

http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/asahi/index.html
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朝日山地森林生態系保護地域管理委員会を６月21日（月）、山形市のあこや会館において開催。

ボランティア巡視活動、モニタリング調査や管理計画の変更などについて論議。

管理計画の変更については、第二期となり拡張されたモニタリングに対応する記述に改めるとともに、ス

ノーモービルへの対応について明文化することを決定。

朝日山地森林生態系保護地域の夏山シーズンの巡視活動を前に、６月26日（土）、春季巡視員会議を

鶴岡市（旧朝日村）の朝日山村開発センター（すまいる）で開催。新たに登録された６名の巡視員への委嘱

状交付の後、今年度の活動方針などについて意見交換を実施。

会議終了後は第２部として、「森林の生物多様性について」と題して当センター所長青山が講演。

管理委員会（６月）

巡視員会議（春季）

１ 朝日山地森林生態系保護地域の保全管理
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朝日山地森林生態系保護地域の保全管理の取

組として、７月３１日（土）～８月１日（日）

に巡視員と国有林関係者による合同パトロール

を５ルートで実施。各コースとも入山者へのマ

ナー指導とゴミの回収を行いながら、保全管理

に係わる事項について点検を行った。

朝日山地森林生態系保護地域巡視員会議（秋季）を１１月２０日(土)に山村開発センター（すまいる）

で開催。巡視結果に対する意見交換等が行われ、特に七曲ショートカットへの取り組みについて活発に議

論された。会議終了後は勉強会として「ブナの森は遊えんち！未就学児に学ぶブナの森の魅力」と

題してあさひむら観光協会の上山剛司氏による講演を実施。

合同パトロール

巡視員会議(秋季)

ルート 月 日

大鳥池ー以東岳 ７月31日～８月１日（６名）

祝瓶山 ８月１日（６名）

御影森 ７月31日（６名）

朝日川（黒俣沢・朝日俣沢） ８月１日（４名）

三方境-以東岳-泡滝ダム ７月31日（３名）

講師の上山氏

大鳥池ー以東岳 御影森祝瓶山朝日川
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朝日山地森林生態系保護地域及び月山周辺におけるスノーモービルの乗り入れについて、４月25日

（日）、５月５日（水）に月山周辺、４月２日（金）、12日（月）にAsahi自然観スノーパーク、５月５日（水）に山毛

欅峠周辺において、実態調査並びにマーナーガイドを用いた啓発活動を実施。森林生態系保護地域への

乗入れは月山周辺、鳥原山方面への入口とも確認されなかった。また、３月18日（金）に山毛欅峠付近に

乗り入れ自粛を求める看板を仮設置した。

スノーモービル乗り入れ実態調査

かねてから管理委員会において必要性が指摘されていた、気象、森林被害、土壌浸食、植生の推移

等から生態系保護地域のより広域の動態を把握するための手法について、委託により検討を実施。その

過程で各関係分野の専門家による検討委員

会を開催。第１回検討委員会は12月７日

（火）に山形市自治会館において、第２回検

討委員会は２月15日（火）に山形市山形テレ

サにおいて開催され、この検討結果を踏まえ

て次年度以降の調査を計画することとなっ

た。
自治会館で行われた第1回検討委員会

広域の動態把握手法の調査検討委員会

山毛欅峠付近に仮設置した看板

山スキーで調査急斜面についたトラックベルト跡
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７月２８日（水）、生育しているカエデ類などの稚幼樹の保育や更新補助を目的にススキ等の刈

り払いを行った。神室山系の

自然を守る会、山ノ内地区会、

最上広域森林組合、里の自然

文化共育研究所、最上総合支

庁の参加を得、事務局である

戸沢村及び当センター職員を

あわせ27名での実施となった。

作業終了後、「幻想の森」にて

観察会を行った。

２ 緑の回廊における取組

「土湯の森」自然再生の取組

～森林再生ゾーンでの更新補助作業（刈り払い）～

第４回鳥海朝日・飯豊吾妻緑の回廊（土湯の森）自然再生実施協議会

６月２日（水）に戸沢村役場において開催。今回は再生活動実施箇所の最上川スキー場跡地におい

て、森林再生ゾーン（植付区・刈払区）・自然推移ゾーンの各箇所の植生の回復状況等について

現地確認を行った後に、戸沢村役場会議室で協議会を実施。

協議会では、昨年度の事業報告と本年度の事業計画等について協議を行い、委員から植付区の

補植について指摘されたほか、「この取組は自然再生活動と森林環境教育を組み合わせて実施し

ているのが特徴であり、多くの生徒が参加できるよう工夫が必要」「継続性のある内容で実施す

ることが重要」等の意見が交わされた。また秋季の活動についてはナラ枯れ等の被害状況や周辺

工事の状況に応じて柔軟に対応することが確認された。

現地確認を終えて

炎天下での刈り払い 幻想の森の観察
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昨年に引き続き、カシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害木の処理

を実施。カシノナガキクイムシの幼虫は枯損木の中で成長し翌夏羽化し

て被害を拡大するため、この住み家を短尺処理により乾燥させて駆除し、

あわせて森林環境教育として虫害のない伐倒木上部にシイタケやナメコ

などキノコのコマ打ちをおこなうもの。

案内ビラを配りボランティアの参加を得て実施の予定であったが、当

初予定日、延期日とも荒天であったため公開での活動を断念し、11月12

日（金）に職員により実施。最上森林組合と一部協議会委員にもご協力

いただいた。

10月９日（土）、山形大学農学部の高橋教夫教授と学生をはじめ、地元自治会や一般ボランティ

アの方々の協力を得て、４回目の植生モニタリング調査を実施。

発生稚樹を把握するために設定した４プロット（森林再生ゾーン〔刈払区①、対象区②〕、自然

推移ゾーン〔③、④〕）と、植栽したブナ等の稚樹を対象。

調査結果をみると、森林再生ゾーンの発生稚樹は、前年同様30cm未満のスギが大半を占めている

ものの、刈払区では31cm以上に成長したものが1/3を越え刈払いの効果が認められた。一方、自然

推移ゾーンは前年同様順調な更新を示しているものの、31cm以上のヤナギの稚幼樹が８本とまとま

って消失していた。

また、植栽木の調査では、正常活着率は平成20年植栽箇所で45％、平成21年植栽箇所で70％と悪

化し、先枯れにより苗高も低下していた。夏季の高温乾燥が原因と考えられる。

～モニタリング調査～

～ナラ枯れ被害木の伐倒とキノコのコマ打ち～

ご協力いただいた方々 生長調査

スキー場跡地のナラ枯れ被害木
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センサーカメラによる動物調査

土湯の森周辺の動物相を把握する目的で平成22年７月６日～11月25日までセンサーカメラを設

置。有効撮影枚数419枚中76枚にカモシカなど７種の哺乳類と１種の鳥類（ヤマドリ）が記録され

た。
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リスアカネズミ

タヌキ
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キツネ
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ヤマドリ ガ

平成２２年度「土湯の森」センサーカメラ
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６月24日（木）、酒田市宮海の新林国有林内のクロ

マツ植栽箇所で、「みどりの保育園」の一環として西

荒瀬保育園児37名と保護者31名が下刈り作業を実施。

作業指導の森林管理署・山形県・酒田市の職員など

を加え、80名が参加。

保育園児に鎌を使っての下刈作業は危険なので、

保護者達が鎌で筋刈りした後に、植栽木周辺をハサ

ミで刈り払って仕上げを行った。

～チョッキン草刈り隊～

◎森林ボランティア活動の支援

３ 庄内海岸林等の保全活動

～中学生の森林整備ボランティア活動～

一中・五中森林整備

６月14日（月）、酒田市立第一中学校と同第五中学校の一年生182名が、酒田市光ヶ丘の国有

林の森林整備（枝打ち）を実施。「庄内公益の森づくりを考える会」の構成員として当センタ

ーも指導。

砂防林整備体験学習（遊佐中学校）

10月８日（金）遊佐町十里塚砂丘国有林1142林班のクロマツ林において実施。多くの先人達

に育まれ地域の暮らしと産業の基盤になっているクロマツ林の整備を通じて、郷土を愛する心

を育てる目的で遊

佐町立遊佐中学校

が毎年行っている。

「庄内公益の森づ

くりを考える会」

の構成員として当

センターも指導。
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～光ヶ丘松林整備ボランティア活動

９月25日(土)、酒田市主催の光ヶ丘松林整

備ボランティアに参加。総参加者数は98名。

当センターは協賛団体として、万里の松原班

において鎌による刈払い作業などを指導。

～JTの森づくり活動～
JT日本たばこが、山形県、鶴岡市、下川生産森林組合と協定して、森林整備活動に取り組む「J

Tの森 鶴岡」。６月19日（土）に行われた第２回目の森林保全活動には190名が、10月30日（土）

に行われた第３回目の森林保全活動には176名が参加。当センターも、参加したＪＴ社員や地元

市民等に徐伐・下刈りを指導。

～西山地区森林整備ボランティア～

12月5日（日）、遊佐町の稲川・西遊佐地区のクロマツ林

で、枝打ち及び残材運搬集積作業等の森林整備ボランティ

ア活動に参加。山形県、遊佐町、西遊佐小学校・稲川小学

校みどりの少年団、砂丘地砂防林環境整備推進協議会会員

等の地域の方々109名が参加。
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朝日山地森林生態系保護地域及びその周辺をフィールドとして、森林や自然の働きを体感し自然

との付き合い方を学ぶ体験活動型の森林環境教育を実施。22年度は６回計画し６回実施。

４ 森林環境教育の推進

朝日自然塾の開講

第１回プログラム

新緑の白布平ブナ林で森と遊ぼう
５月22日（土）、長井市内の小学生親子６名が参加し

て飯豊少年自然の家との共催で開催。

スタート地点でサルの歓迎を受けた後、慎重に吊り橋

を渡り、新緑のブナ林を散策。みんなで木の洞に入った

り、樹木や草花の話を聞き、ムササビの巣穴も見つけ、

珍しい発見に興味津々。お昼には川原で焼いたイワナ

の塩焼きをほおばった。

山形県猟友会と小国の自然を守る会の方々が講師を務めた。

第２回プログラム

カッチャバ湿原で初夏の昆虫観察
６月12日（土）、山形市内の小学生親子14名が参加して開催。カッチャバ湿原では羽化して間もないハッチ

ョウトンボやコオイムシなど様々な昆虫が観察できた。オトシブミが木の葉を巻いているのを見て、小さな虫の

力に皆驚いていた。午後は山形から世界の昆虫について標本や生体も見て学んだ。大井沢博物館と山形

昆虫同好会の方々が講師を務めた。

オトシブミハッチョウトンボニホンザル
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第３回プログラム

伝説の大鳥池を訪ねて

６月25日（金）、朝日小学校の５年

生30名、先生や父兄、スタッフなど

も含め総勢47名で、大鳥交流体験

学習として実施。

木や草や花、ふしぎな形のキノコ

や虫を観察しながら、大鳥池を目指

した。晴天にも恵まれ、全員元気に

山登りの達成感を満喫した。

山形県山岳連盟と出羽三山の自

然を守る会の方々が講師を務めた。

雪
渓
を
越
え
て

第４回プログラム

釣りキチあつまれ！朝日山地で森とイワナを学ぼう

７月10日（土）、西川町大井沢で小学生等の親子41名の参加で開

催。前日からの雨による増水で安全なポイントが減少していたため、班

ごとに交代で釣ることとしたが、ほとんどの子供達が釣果を上げることが

できた。

午後は、森とイワナにまつわる講師の話を聞き、セミナーハウスの囲

炉裏で焼いたイワナを頬張った。山形県渓流釣協議会の方々が講師

を務めた。

講師の指導で慎重に竿を繰る
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第５回プログラム

紅葉の葉山で森のふしぎ体験 葉山 御田神 日軍道 いにしえの道を行く

９月２５日（土）長井市等の小学生の親子７名が参加して飯豊少年自然の家との共催で開催。当日

は、台風１２号が日本列島を北上するなか、直前まで開催の可否を検討したが、幸い葉山にほとんど影

響がなく予定どおり実施することができた。

天候の回復を期待して登山開始。道幅が広く閃光状の登りやすい朝日軍道に感心。所々で長井市街

と散居集落を望み、おけさ堀・嘉永堰・昭和堰等の歴史やウエツキブナハムシの被害等を学びながら登

山。頂上付近にも麓に住む人々の古くからの山との係わりを感じることができた。

参加者は元気で足取りも軽く、予定したタイムより１時間も早く無事に下山して閉会した。

講師・サポートとして山形県山岳連盟の長井山岳会と南陽山の会の方々にご協力いただいた。

姥石で休憩

朝日軍道を行く

奥の院で祝瓶山をバックに記念撮影

第６回プログラム

かんじきトレッキングで親雪体験・囲炉裏でマタギの話を聞こう！

２月２６日（土）西川町大井沢のセミナーハウスと舎那山において実施。山形市等から小学生の親子１９

名が参加。カンジキを履いて探検し、一見何もなさそうな雪山で動物たちがたくましく生きている事や、厳

しい自然の中で永々と続いてきた山と人々とのかかわりを学んだ。また、何も道具がなくても身体を思い

切り使って遊びを見いだす子供達の姿に、保護者達の目も輝いた。

講師・スタッフとして、西川町大井沢区・山形県猟友会・大井沢自然博物館の方々にご協力いただい

た。

セミナーハウスから出発 舎那山頂上で記念撮影雪の斜面を元気に登る
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朝日自然塾連絡協議会

11月26～27日（金・土）西川町大井沢のセミナーハウスで

朝日自然塾連絡協議会を開催。22年度のプログラム実施結果

と評価、23年度プログラムの策定について意見交換を実施。

西荒瀬保育園は山形県みどり環境税を活用して「みどりの保育園」推進事業に取り組んでお

り、当センターも当初から協力。特に今年度は庄内森林管理署と協定した、保育園に隣接する

遊々の森（しんちゃんの森）を主な拠点に、精力的に森林環境教育を実施。

４月27日（火） 巣箱づくりと野鳥観察

５月８日（土）、６月５日（土）、９月14日（火） しんちゃんの森の森林整備

５月25日（火）、７月13日（火） クロマツ探検隊

６月24日（木） チョッキン草刈隊

９月22日（水） しんちゃんの森でうたおう

10月13日（水） 鳥海山広葉樹林で探索

11月２日（火） 緑の里親事業 10月の観察会で拾った木の実をポットに播種。昨年の苗を植え付け。

11月11日（木） 庄内出羽人形芝居による森林環境教育

12月20日（月）、２月16日（水） 木工クラフト教室。クリスマスツリー、ストラップ等を作成。

みどりの保育園を支援

チョッキン草刈り隊

しんちゃんの森でうたおう クロマツ探検隊

巣箱つくり モックンづくり

庄内出羽人形芝居による森林環境教育
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森の遊えんち♪は、鶴岡市が掲げる「森林

文化都市」構想を推進する環境教育プロジェ

クトで、あさひむら観光協会が主催し、当ふれ

あいセンターも共催。

６月13日（土）に行われた第４回森の遊えん

ち♪には、最年少２歳児から10家族25名が来園。

初夏の青空の中、どこまでも真っすぐ伸びるブナ

の木の頂上を目指し、みんなでロープを使った木

登りを楽しんだ。ブナの木についたツキノワグマ

の爪痕やエゾハルゼミの抜け殻、葉っぱの大きさ

など、普段よりちょっと高い場所から森を観察し

た。

８月７日（土）に大鳥地区で行われた第７回森の遊えんち♪には、2

歳児から7 歳までの子供13名、11家族計25名が来園。森の遊えん

ち♪初めての川遊びを実施。他にも初めての試みとして、「ニジマス

掴み」、「スイカ割り」、「冷たいお汁づくり」など朝日地域の夏を満喫

した。

11月16日（火）に松陵小学校が実施した「万里の松原における野鳥観察会」並びに同18日（木）

に万里の松原に親しむ会が同校児童を対象に実施した巣箱づくりを指導。

野鳥観察会ではシジュウカラ、エナガ、ウグイスなどが観察され、屋内の勉強会では校庭の木

にとまったカワラヒワを児童全員がフィールドスコープで見ることができた。

巣箱づくりでは、シジュウカラ用とアカゲラ塒用の巣箱を作成。学校に隣接する国有林で既設

巣箱の利用状況を確認した後、作成した巣箱を設置した。

森の遊えんち♪

野鳥観察会と巣箱づくり
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森林環境教育に携わるスタッフ用の資料として「危険な生物」「巣箱づくり資料」を作成し、

ホームページに掲載した。

危険な生物 http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/asahi/siryou/kikenseib.html

巣箱づくり資料 http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/asahi/siryou/subako.html

５ 各種イベント等

庄内森とみどりのフェスティバル

庄内森とみどりのフェスティバルが、10月16日（土）、17日（日）に鶴岡市で、10月24日（日）

に酒田市で開催され、森林・林業関係団体や関係行政機関等、多数の団体等が出展した。当セン

ターもパネル展示等で参加し、センターの取組や活動等をＰＲした。

鶴岡会場

酒田会場

森林環境教育用資料の作成
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コウモリをもっと身近に感じてもらうことを目的に、「庄

内あさひコウモリフェスティバル2010」が８月２８日～２９

日に月山あさひサンチュアパークなどで開催。鶴岡市、

コウモリの会などをはじめ当センターも共催。

講演会・ミニシンポジウム・観察会などが行われ、当

センター所長青山も「庄内のブナの森が育む生きもの

たち」と題して講演。

夜の部で行われたコウモリ調査見学会では、鶴岡で

初記録となった絶滅危惧種クロホオヒゲコウモリが確認

され、話題となった。

未就学児の自然環境教育のあり方を考えるフォ

ーラム「森のようちえん東北交流フォーラム in Tsur

uoka」が11月６日（土）～７日（日）に大鳥自然

の家で開催。つるおか森の保育研究会が主催し、

鶴岡市、あさひむら観光協会等をはじめ当センタ

ーも共催。

「幼児期に自然体験活動をする意味」と題した大

阪大谷大学の井上美智子教授の基調講演等の後、

分科会、ワークショップ、フィールド視察などが

行われた。分科会「森林の専門家が伝える森のよ

うちえんのための森づくり、安全管理」では当セ

ンター大内自然再生指導官も発表した。

庄内あさひコウモリフェスティバル2010

森のようちえん東北交流フォーラム in Tsuruoka

夜のブナ林でコウモリ観察会



- 18 -

ホームページに「朝日庄内いきもの図鑑」を掲載。

http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/asahi/shasinkan/zukan.html

６ 生物多様性把握の取り組み
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平成22年度

朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター 関連新聞記事
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東北森林管理局 朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター

〒997-0404 山形県鶴岡市下名川字落合３

電話：0235-58-1730 ＦＡＸ：0235-58-1731

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/asahi/




